
㊤東葉高速鉄道はさま駅から見た芝山第３調整池㊦調整池の機能を残して整備が進められる予定の
「水辺の空間を利用した市民憩いの場」のイメージ図(市HPから引用)

　

芝
山
団
地
第
3
調
整
池
が

U
R
（
都
市
再
生
機
構
）
か

ら
昨
年
2
月
、
船
橋
市
に
移

管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
高
芝
地
区
自
連
が
請

願
し
て
き
た
公
園
化
へ
大
き

く
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
す

で
に
昨
年
11
月
に
は
整
備
を

担
当
す
る
公
園
緑
地
課
が
公

園
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
し
、

地
元
の
意
向
を
聴
く
た
め
の

説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
一

部
未
移
管
部
分
（
地
権
者
と

調
整
中
）
を
残
し
て
い
ま
す

が
、
市
は
調
整
池
部
分
の
計

画
案
を
作
成
す
る
考
え
を
示

し
ま
し
た
。

　

常
任
理
事
会
で
市
は
①

芝
山
団
地
第
１
汚
水
処
理

場
跡
地
の
状
況 

②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ（
仮
称
）の
イ

メ
ー
ジ 

③
公
園
整
備
等
││

に
つ
い
て
説
明
。
会
場
か

ら
質
疑
を
受
け
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が

検
討
さ
れ
て
い
る
第
１
汚

水
処
理
場
跡
地（
未
移
管
）

の
市
活
用
に
つ
い
て
Ｕ
Ｒ

は
「
今
後
の
活
用
は
未

　

高
芝
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員
一同
よ
り

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は「
午
」。エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
ま
り

飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。地
区

自
連
20
年
来
の
懸
案
事
項
も
動
き
始
め
ま
し
た
。

さ
あ
、ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
。

2026
午
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定
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
市

か
ら
は
「
地
元
は
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
を
考
え
て
い
る
の
か
」
と

の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
U
R
か
ら
先
行
移

管
を
受
け
た
ス
ポ
ー
ツ
広
場

は
す
で
に
暫
定
利
用
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
水
捌
け

の
悪
さ
が
目
立
ち
改
修
の
余

地
を
残
し
て
い
ま
す
。
市
は

年
明
け
よ
り
広
場
周
辺
に
防

球
ネ
ッ
ト
の
設
置
工
事
に
着

手
。
早
期
開
放
に
向
け
た

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

船
橋
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転

に
伴
う
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

計
画
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

地
区
自
連
に
は
よ
り
高
い
専

門
性
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

役員一丸
躍動の年
高芝地区自連

「
公
園
」
整
備
へ
前
進

芝
山
「
第
３
調
整
池
」 

市
に
移
管ス

ポ
ー
ツ
広
場
は
暫
定
利
用
開
始

（敬称略）
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安心のまち
　美しいまち
　　親切なまち



映し出された詐欺とのやり取りの場面

㊤
船
橋
芝
山
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
開
幕
し
た
福
祉
ま
つ
り
㊨
来

場
者
で
に
ぎ
わ
う
健
康
コ
ー
ナ
ー

身
近
な
社
会
不
安
を
一
掃
し

よ
う
と
い
う
目
的
で
、
高
芝

地
区
自
連
が
主
催
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
年
末
年
始
を
中

心
に
増
加
す
る
特
殊
詐
欺

(
電
話
de
詐
欺)

に
つ
い
て
両

警
察
署
管
内
の
現
状
や
対
策

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
冒

　

◆
最
初
の
映
像
を
見
て
多
く
が「
大
変
良
か
っ
た
」と
回
答
。

具
体
的
に
は
①
電
話
で
取
引
す
る
様
子
は
リ
ア
ル
だ
っ
た

（
60
代
女
性
）②
緊
迫
感
が
あ
っ
た（
80
代
男
性
）③
実
例
の
映

像
で
身
近
に
感
じ
ま
し
た（
70
代
女
性
）④
リ
ア
ル
な
映
像
に

見
入
っ
て
し
ま
っ
た（
60
代
女
性
）⑤
実
例
が
聞
け
て
良
か
っ

た（
50
代
男
性
）―
―
。

　

◆
講
話
を
聴
い
て
①
勉
強
に
な
っ
た（
80
代
女
性
）②
警
察

　

昨
年
10
月
、
船
橋
警
察
、

船
橋
東
警
察
の
協
力
に
よ
る

「
防
犯
講
話
」が
新
高
根
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

頭
、
映
像
で
詐
欺
の
実
態
を

鑑
賞
。
電
話
口
で
の
や
り
取

り
を
リ
ア
ル
に
映
し
出
し
、

参
加
者
は「
緊
迫
感
を
感
じ

た
」と
話
し
た
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
は
医
療

費
の
還
付
金
詐
欺
や
市
役

所
、
税
務
署
職
員
を
名
乗
る

こ
と
も
あ
り
、
落
ち
着
い
て

騙
さ
れ
な
い
で
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
詐

偽
な
ど
も
横
行
し
て
い
る
と

い
う
。
講
話
で
は
警
察
官
や

銀
行
員
を
名
乗
る
ケ
ー
ス
、

海
外
か
ら
の
電
話
詐
欺
も
増

え
て
い
る
。
詐
欺
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
家
の
固
定
電
話

は「
留
守
電
」か「
防
止
装
置
」

を
付
け
て
お
い
た
方
が
良
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

芝
山
、
高
根
の
両
中
学
校
の

生
徒
た
ち
を
含
め
た
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
県
立
船
橋
芝
山

高
校
吹
奏
楽
部
の
軽
快
な

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
で
ス

タ
ー
ト
。
約
30
分
の
短
い
時

間
で
し
た
が
若
さ
溢
れ
る
演

　

昨
年
10
月
、
船
橋
市
習
志

野
台
商
店
街
J
U
J
U
広

場
で
行
わ
れ
た「
安
全
で
安

奏
は
詰
め
か
け
た
人
た
ち
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

心
な
ま
ち
づ
く
り
旬
間
」出

発
式
会
場
で
松
戸
徹
市
長
は

「
船
橋
市
の
電
話
de
詐
偽
被

害
は
県
内
ワ
ー
ス
ト
1
位
、

何
と
か
し
て
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

な
い
と
い
け
な
い
。
市
も
自

治
会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
電
話
詐
欺
撲
滅
に
頑
張

り
ま
す
」と
、
決
意
を
表
し

た
＝
写
真
。

　

市
は
船
橋
警
察
署
、
東
警

察
署
と
共
に
電
話
de
詐
欺
撲

　

ま
も
な
く
演
奏
会
場
の
講

堂
は「
健
康
コ
ー
ナ
ー
」へ
と

切
り
替
わ
り
、
骨
密
度
や
血

管
年
齢
測
定
、
健
康
相
談
な

ど
に
列
が
出
来
る
ほ
ど
。
健

康
志
向
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
点
字
・

手
話
体
験
や
車
い
す
・
高
齢
者

疑
似
体
験
な
ど
普
段
出
来
な

い
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

館
内
外
で
は
餅
つ
き
の
実

演
販
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
＝

写
真
＝
、
模
擬
店
、
駄
菓
子

や
ア
メ
つ
か
み
、
風
船
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
児
童
ホ
ー
ム
で
は

木
の
手
作
り
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ

親
子
も
笑
顔
で
し
た
。

滅
宣
言
を
行
い
、
被
害
を
受

け
や
す
い
固
定
電
話
に
設
置

す
る「
防
犯
対
策
電
話
録
音

機
」の
無
料
貸
し
出
し(

1
年

間)

を
し
て
い
る
。

　

福
祉
の
祭
典
・
高
芝
地
区

「
第
22
回
福
祉
ま
つ
り
」は

10
月
5
日
㈰
、
新
高
根
公
民

館
、
児
童
ホ
ー
ム
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
延
べ
１
８
５
０

人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
地
区
社
協
、
地
区
自
連

の
共
催
で
2
年
ぶ
り
の
大
イ

ベ
ン
ト
。
企
画
、
運
営
に
は

ん
？ 

早
く
気
づ
い
て
！

活
発
化
す
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺

電
話
詐
欺
撲
滅
に

松
戸
市
長
も
決
意

県
内
ワ
ー
ス
ト
1
位

ご
み
の
正
し
い

分
別
法
を
学
ぶ

出
前
講
座

官
か
ら
直
接
聞
け
た
の
は
良
か
っ
た（
70
代
女
性
）③
具
体
的

で
良
か
っ
た（
80
代
男
性
）④
す
べ
て
良
か
っ
た（
70
代
女
性
）

―
―
。

　

◆
最
近
、
犯
罪
を
疑
う
よ
う
な
こ
と
は　

①
庭
の
鯉
が
盗

ま
れ
た
。
猫
か
も
？（
50
代
男
性
）②
怪
し
い
電
話
が
時
々
か

か
る（
80
代
男
性
）③
中
央
郵
便
局
か
ら
の
電
話
、
改
め
て
問

い
合
わ
せ
し
た
ら
サ
ギ
で
し
た（
80
代
女
性
）④
シ
ロ
ア
リ
駆

除
点
検
に
来
た
2
人
の
男
に
目
を
離
し
た
す
き
に
ド
レ
ッ

サ
ー
の
引
き
出
し
か
ら
宝
石
を
盗
ま
れ
た（
80
代
女
性
）―
―
。

　

地
区
自
連
環
境
部
主
催
の

出
前
講
座
が
昨
年
10
月
25

日
、
新
高
根
公
民
館
で
開
か

れ
、「
ご
み
の
適
正
分
別
に
つ

い
て
」学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

　

可
燃
・
粗
大
・
不
燃
ご
み

の
搬
入
先
の
違
い
や
市
内
約

２
万
１
０
０
０
カ
所
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
収
集
さ

れ
る
ご
み
の
分
別
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ご
み
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
市
環
境
部
ク
リ
ー

ン
推
進
課（
０
４
７-

４
３

６-

２
４
３
４
）へ
。

地
域
住
民
交
流
の
場

福
祉
ま
つ
り
人
気

健
康
測
定
に
高
い
関
心

「
不
審
」…

多
く
の
人
が
経
験

「
不
審
」…

多
く
の
人
が
経
験

（２）第50号高芝だより2026年（令和 ８年）１月



ジャズとハワイアンムードで会場を魅了！

㊤
船
橋
芝
山
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
開
幕
し
た
福
祉
ま
つ
り
㊨
来

場
者
で
に
ぎ
わ
う
健
康
コ
ー
ナ
ー

　

高
芝
地
区
社
協
が
初
め
て

落
語
公
演
を
手
が
け
ま
し

た
。厳
格
な
仕
来
た
り
、舞
台

(

高
座)

の
設
営
な
ど
、こ
の
世
界

の
舞
台
裏
を
学
び
な
が
ら
何
と

か
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　

題
し
て「
福
祉
寄
席
」。福

島
県
出
身
の
三
遊
亭
圓
福
師

匠
を
招
き
、事
前
の
打
ち
合

わ
せ
通
り
、出
囃
子
の
音
楽
に

合
わ
せ
幕
が
上
が
っ
た
。会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
。定
員

１
０
０
人
を
超
す
事
前
申
し

込
み
が
あ
り
大
入
り
満
員
。

日
常
生
活
に
あ
る
身
近
な

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
圓
福

落
語
。地
名
、駅
名
は
実
名
。

聞
く
方
の
親
近
感
を
あ
お

る
。心
か
ら
笑
え
た
1
時
間

で
し
た
。

みんなの笑顔が福祉の原点
高芝地区社会福祉協議会会長 藤　代　敏　雄

　高芝地区の皆さま、明けましておめで
とうございます。昨年はやっと新型コロ
ナウイルスから解放され、高芝地区社会
福祉協議会も気持ちを新たに再スタート
することが出来ました。ここで新高根公
民館講堂でのイベントを紹介します。
　まず「ミニデイ」ですが、毎月第１水曜
日に実施し、単身高齢者の方々が軽体
操、ステージショー等で楽しまれていま
す。次に10月5日には「福祉まつり」を開

催し、日頃の活動をご紹介しました。11
月18日開催の「福祉寄席」、三遊亭圓
福師匠による落語会は笑いの渦に包ま
れました。また12月６日開催のハワイアン
JAZZコンサートではAJC楽団のハワイ
アン演奏とラウレアのハワイアンダンスを
堪能していただきました。社会福祉協議
会は皆さまの様々な日常生活支援事業
に取り組んでいます。お気軽にお声がけ
ください。

令
和
七
年
度
役
員
一
同

会
　
　
長

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

会
　
　
計

書
　
　
記

書
　
　
記

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

監
　
　
事

監
　
　
事

顧
　
　
問

◇
地
区
社
協
事
務
局

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

西
村
千
恵
美

深
沢
　
貴
子

星
川
　
直
美

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松
井
る
み
子

藤
代
　
敏
雄

柴
田
　
良
一

吉
村
　
建
二

中
澤
　
富
夫

増
田
　
浩
子

𠮷
田
テ
イ
子

大
木
き
ぬ
江

山
口
　
牧
人

髙
橋
　
光
男

泉
　
恵
美
子

宮
野
　
千
晶

魚
見
　
安
久

鬼
島
　
晃
信

杉
田
　
　
勝

石
井
　
　
博

針
生
　
将
憲

𠮷
野
万
智
子

増
田
　
直
美

熊
野
　
　
健

三
田
　
節
子

本
木
　
次
夫

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
と
ジ
ャ
ズ
が

コ
ラ
ボ
し
た
斬
新
な
コ
ン

サ
ー
ト
が
12
月
6
日
、
新
高

根
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
題
し
て「
ハ
ワ
イ
ア
ン

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
」。

首
都
圏
を
中
心
に
活
動
す

る
バ
ン
ド「
Ａ
Ｊ
Ｃ(

ア
ロ

ハ
・
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン
フ
ォ
ン

ド
ゥ
ル)

」。メ
ン
バ
ー
は
6

人
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
ジ
ャ
ズ

が
溶
け
合
う
音
楽
の
楽
し

さ
を
追
求
す
る
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
だ
。

船
橋
市
内
を
中
心
に
活
動

す
る
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

「
ラ
ウ
レ
ア
」が
特
別

出
演
。
華
や
か
に
舞

台
は
満
員
の
会
場
を

魅
了
し
た
＝
写
真
。

　

演
奏
は「
ワ
イ
キ

キ
」「
ビ
ヨ
ン
・
ザ
・

リ
ー
フ
」な
ど
聴
き

触
り
の
良
い
曲
目
、

皆
で
歌
う
場
面
も
あ

り
、盛
り
上
が
っ
た
。

来
場
者
は
出
演
者
に

見
送
ら
れ
、
満
足
そ

う
に
会
場
を
後
に
し

ま
し
た
。

大入りの会場で観客
は圓福師匠の身振り
手振りの演技に大笑
い。会場は幸せな笑
いに包まれました

健やかな一年を
高芝地区社協

「
や
っ
ぱ
り
い
い
」

「
や
っ
ぱ
り
い
い
」

福
祉
寄
席 

大
入
り
満
員

福
祉
寄
席 

大
入
り
満
員

会
場
に
流
れ
る
感
動

南
国
情
緒
た
っ
ぷ
り

ハ
ワ
イ
ア
ン
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

高 芝 地 区 社 会 福 祉 協 議 会

一人は
　みんなのために
みんなは
　 一人のために

（３）第50号 高芝だより 2026年（令和８年）１月

（
敬
称
略
）

迎 春



　会場のお年寄りたちと園児のふれあいは何事にも代えがたい楽しみ

ハロウィンムードいっぱい

世界の地震地帯を示した地球儀

旅立つ寅次郎の銅像

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り

話
の
輪
が
広
が
る
「
ひ
だ
ま
り

カ
フ
ェ
」
＝
11
月

を
包
み
込
み
、
最
後
は
お
年

寄
り
一
人
一
人
と
笑
顔
で
言

葉
を
交
わ
し
な
が
ら
握
手
し

て
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
高
齢
者
は

27
人
。
誕
生
会
や
軽
体
操
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
も

楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
月
ミ
ニ
デ
イ
は

松
の
内
の
７
日
に
、
新
春
演

芸
や
福
引
大
会
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

劇「
も
も
た
ろ
う
」は
鬼

退
治
に
向
か
う
シ
ー
ン
を
熱

演
、
粋
な
ハ
ッ
ピ
姿
の
園
児

に
よ
る「
江
戸
の
は
な
」と

銘
打
っ
た
踊
り
に
は
会
場
か

ら
掛
け
声
が
出
る
ほ
ど
見
事

な
演
技
で
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
は「
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う
」な
ど
の
歌
で
会
場

　

第
9
回
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
昨
年
12
月
3
日
、
新
高

根
公
民
館
で
行
わ
れ
、
か
も

め
保
育
園
の
年
長
児「
か
も

め
組
」の
園
児
19
人
が
元
気

い
っ
ぱ
い
の
舞
台
演
技
で
会

場
を
沸
か
し
て
く
れ
ま
し

た
。
児
童
た
ち
の
出
演
は
コ

ロ
ナ
禍
後
初
め
て
。

け（
毎
月
第
三
木
曜
日
5
月

8
月
は
除
く
）で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
い
つ
も
の
児

童
ホ
ー
ム
を
飛
び
出
し
、
新

高
根
公
民
館（
和
室
）で「
お

や
こ
de
カ
フェ
」を
開
催
。コ
ー

ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
。
社
協
の
マ
ス
コッ

ト「
ふ
く
し
ろ
う
」も
一
緒
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

高
芝
地
区
社
協
が
主
催

す
る
み
ん
な
の「
し
ゃ
べ
り

場
」は
0
歳
児
と
保
護
者
向

　
「
ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ
」は
ど

な
た
で
も
参
加
自
由
で
す
。

1
人
で
も
テ
ー
ブ
ル
に
座
れ

ば
み
ん
な
お
友
達
。会
話
も

弾
み
ま
す
。年
4
回
。13
時

30
分
か
ら
新
高
根
公
民
館
第

1
・２
集
会
室
が
カ
フ
ェ
に
切

り
替
わ
り
ま
す
。１
０
０
円
で

お
茶
と
お
菓
子
付
き
。次
回

は
1
月
27
日
㈫
。ぜ
ひ
、お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

研
修
は
松
戸
の「
県
西
部
防

災
セ
ン
タ
ー
」か
ら
江
戸
川
を

渡
り
東
京
・
葛
飾
柴
又
の
映

画
・
寅
さ
ん
の
故
郷
を
巡
る

コ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。
参

加
者
は
38
人
。バ
ス
研
修
は

仲
間
同
士
の
交
流
の
場
。
笑

い
の
絶
え
な
い
往
復
の
車
中
で

し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
風
速

30
㍍
体
感
、
消
火
、
煙
避
難

体
験
な
ど
、
災
害
時
の
自
主

的
な
対
応
力
を
育
て
る
た
め

の
防
災
を
学
び
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
葛
飾
柴
又
に
移

動
。
映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」の

主
人
公
・
寅
さ
ん
が
暮
ら
し

た
街
並
み
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

自
由
散
策
。
柴
又
駅
前
の
寅

さ
ん
像
に
も
会
っ
て
き
ま
し

た
。

０歳児と保護者の時間
みんなの「しゃべり場」

育児のひと時を応援

ミニデイサービス
申し込み期間は1月19日㈪～2月27日㈮まで、下記へ電話かお近くの
民生委員を通じてお申し込みください。

和
む
園
児
と
の
触
れ
合
い

高
齢
者
、
最
高
の
笑
顔

防
災
学
習
と
寅
さ
ん
の
街
へ

気
持
ち
も
弾
む
バ
ス
研
修

12
月
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ひ
だ
ま
り
へ

お
い
で
よ
！

（４）第50号高芝だより2026年（令和８年）１月

令和8年度4月からの登録

高芝地区在住の75歳以上の一人暮らし高齢者。
自力で会場(新高根公民館)まで来られる方。
1回200円

対象者

参加費

ミニデイって いつ、どんな事しているの？
毎月1回第1水曜日の午前10時～午後1時頃まで新高根公民館2階講堂で踊り
や音楽観賞など、昼食をとりながら楽しく笑顔で集える交流の場です。

※申し込み多数の場合は年齢等により選考となりますのでご了承ください。

高芝地区社協　TEL/047-469-5050　平日10 時～ 15 時
休み /土・日・祝日・公民館休館日


